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一般社団法人エコーネットコンソーシアム
普及委員長
長沢雅人

エコーネット・シンポジウム２０２１オンライン
エコーネットコンソーシアム活動報告



IoT住宅・IoTオフィスの普及
Society 5.0に貢献する活動

＜ECHONET 2.0＞

2019年～

2000
ECHONET規格
Ver1.00公開

2011
ECHONET Lite規格

Ver1.00公開

2016
ECHONET Lite AIF
第三者認証開始

2012
ECHONET Lite

HEMS標準IFに推奨

2008～
ECHONET
国際標準化

2002～各社から
ECHONET対応

家電発売

電力供給のため
HEMSに

注目が集まる

2018
ECHONET Lite

Web API ガイドライン
Ver1.00公開

2020
ECHONET Lite

Web API ガイドライン
API仕様部Ver1.10
機器仕様部Ver1.20

一般社団法人エコーネットコンソーシアムは、
IoT時代の家電・設備機器等を連携させる

通信規格 ECHONET Lite を推進する団体です。

2018年
ECHONET 2.0
ビジョン発表

エコーネットコンソーシアムの歩みと新たな取り組み

2018年12月にECHONET 2.0 ビジョンを発表しました。
1.ECHONET Lite 機器の普及台数を武器に、 ニーズ（ IoT 、 IoB 等）
に対応するサービス創造 を推進
A)ECHONET Lite 機器の拡張
B)ECHONET Lite 機器を用いたシステムの信頼性の考え方の整理
C)多種多様なサービスを連携するためのサーバー間連携の技術検討
D)サービス事業者との連携強化

2.標準化団体などとの連携や新規事業者の容易な参入により、 仲間作りを強化
A)国際標準化、国際展開の推進
B)新規参入者向け開発環境の整備
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ECHONET 2.0推進のための体制を強化しています。

エコーネットコンソーシアムの組織

2019年～

2018年～

2020年～

現在（’２１/０２）

2020年～

・ECHONET 2.0実現に向けた各施策進捗フォロー
・各種サービス展開の視点で、委員会をまたぐ新たな課題抽出と検討

・ECHONET Lite 機器を活用した、サービス
事業者の新規会員加入促進施策の検討

・Web APIガイドライン
（API機能部、機器仕様部）の策定
・サービス開発向けにWeb API実験クラウドを構築

・新しいサービスの拡大、機器オブジェクトを基に
したデータモデルの利用促進
・他の標準規格とのデータ相互連携の検討
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2020年度エコーネットコンソーシアム活動トピックス

国際標準化・規格改定など
－国際標準化WG 武部委員が情報処理学会国際規格開発賞を受賞
－第24回プラグフェストを、リモートとオンサイトのハイブリッド型で開催
第25回プラグフェストは、リモートのみで開催

－蓄電池・HEMSコントローラ間AIF仕様 Version 1.20を会員向けに公開
ー「ECHONET機器オブジェクト詳細規定 Release N」を一般公開
－Web APIガイドライン機器仕様部V.1.2.0を一般公開
展示会・ワークショップ関係
ー【海外】欧州IFAオンライン出展、Enlit Europeオンライン・北米CESオンラインに初出展
ー【国内】CEATEC 2020オンライン、ENEX2021リアル展示及びオンラインに出展
ーホームアプライアンスオープンイノベーションワークショップをオンライン開催
団体間連携
ーJEITAスマートホーム部会との連携を開始
ーPCHA（Personal Connected Health Alliance）とMOUを締結、データ連携協議を開始
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2020年度のECHONET 2.0重点活動（抜粋）

ECHONET 2.0 課題検討WG
ー一家に一台コントローラ実現に向けた施策（クラウド上のコントローラアーキテクチャ検討）
ーサービス連携拡大に向け、VPPアグリゲーションや健康機器連携時の具体的課題を検討
ーECHONET Lite Web APIのさらなる活用検討（仮想化・抽象化、特定に必要なID）
規格運営委員会
ー一般社団法人 電子情報技術産業協会（JEITA）スマートホーム部会との連携開始
ーECHONET 2.0技術セミナー（教育プログラム）や、ECHONETマスター制度の検討開始

技術委員会
ーシステム全体の信頼性の考え方整理した指針の策定（第一版リリース）
ーWeb APIの仕様拡張検討、クラウド上の開発環境オープン化の検討
ーECHONET Lite Web APIガイドラインにおける準拠に関する方針を策定
普及委員会
ー各種プロモーション動画作成、CEATEC・ENEXオンライン/海外オンライン展示会へ出展
ー新しいサービスの拡大、機器オブジェクトを基にしたデータモデルの利用促進方法の検討
（PCHAとのデータ連携協議及び、健康連携アプリケーションの検討を開始）
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エコーネットコンソーシアムが目指す姿

“Society5.0に貢献する「ECHONET 2.0」に向けた活動の推進”

＜ECHONET 2.0の目指す姿＞
● ECHONET Lite実装機器：1億台（～2020年）業務用機器への適用拡大も含む
● 機器オブジェクトの定義：200機種 （～2025年）ヘルスケアなどの新サービスへの対応
● ホームコントローラを全世帯導入 （～2030年）Society 5.0への貢献
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ECHONET Lite対応製品や機種が増えています

対応する機器が1億台に迫ります

対応オブジェクト数は１００機種以上

認証件数は年々増えています
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各業界団体と連携しています。

３団体連携ちらし Vol2

エコーネット

コンソーシアム

ＪＥＭＡ

住団連

ＪＥＩＴＡ

ENEX展示会協賛

CEATECテーマエリア
スマートホーム部会
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エコーネットコンソーシアムにおける規格の構成

アプリケーション（サービス）

L4
～
L1

L7
～
L5

●様々な標準通信規格の活用が可能

例）Ethernet, Wi-Fi, Bluetooth, Wi-SUN, G3-PLC等

AIF(アプリケーションインタフェース)
「アプリケーション通信インタフェース仕様書」
（機器ごとに作成：機器固有の動作仕様）

機器オブジェクト（制御コマンド） 「ECHONET機器オブジェクト詳細規定」

伝送メディア / ネットワーク

通信ミドルウェア（通信仕様） 「ECHONET Lite規格書」

機器リモート

メンテナンス

サービス

エネルギー

マネジメント

サービス

快適

生活支援

サービス

モバイル

サービス

ヘルスケア

サービス

セキュリティ

サービス

サ
ー
ビ
ス

マルチベンダー環境において，各サービスの実現に向けた通信仕様の開発・標
準化を推進
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国際規格としての認知度向上に努めています。

★9月28日トピックス
情報処理学会・
情報規格調査会において、
エコーネットコンソーシアム
国際標準化WG 武部委員が
「国際規格開発賞」を受賞
されました。

★9月23日トピックス
家庭用エアコン・HEMSコントローラ間AIF仕様が国際規格になりました。
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ECHONET Lite AIF仕様書を一般公開いたします。

エコーネットコンソーシアムではECHONET 2.0戦略として、広くECHONET Lite対応機器
を使っていただくため、下記の普及施策によりサービス事業者の加入促進を進めてまいります。
施策① サービス事業者、サービスアプリ開発者の参入障壁を下げる。
施策② サービスアプリ開発者に対象機器の「ふるまい」をご理解いただく。

今回、施策に対する具体策として、ECHONET Lite AIF仕様の一般公開を行う予定です。
サービス事業者の方には、 ぜひECHONET Lite AIF仕様をご覧いただき、 ECHONET Lite
対応機器のふるまいを確認し、サービスに活用していただきますよう、よろしくお願いいたします。

１．一般公開の範囲
・ECHONET Lite AIF仕様書、（ECHONET Ver.4.0 仕様書）
・エコーネットコンソーシアムホームページにて公開

２．一般公開の日程
・2021.6.30（仮）
来年度のECHONET Lite発表10周年企画で公開予定
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2020年CEATECオンライン

国内展示会出展の様子

2020年ENEXリアル展示

2020年ENEXオンライン展示

●今年度は国内オンライン展示会への出展も積極的に行いました。
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オンライン展示会向けコンテンツの制作（国内）

●先生方のご講演や技術委員会のセミナーなど、コンテンツを多数準備し展開。

神奈川工科大学 一色教授
人を幸せにするIoTスマートハウス

北陸先端科学技術大学院大学 丹副学長
Society 5.0時代のECHONETの意義

エコーネットコンソーシアム 村上技術委員長
ECHONET Lite について

エコーネットコンソーシアム 寺本Web API検討WG主査
ECHONET Lite Web API 初級編・応用編

CEATEC

CEATEC

ENEX

CEATEC
ENEX
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エコーネットコンソーシアムの海外戦略

標準規格の採用・認知拡大のため、下記地域戦略を推進します。

14



エコーネットコンソーシアムの海外活動

●展示会への出展
海外でのECHONET認知向上のため、今年度も積極的な活動を展開。
・IFAオンラインへの出展
昨年度はコンソーシアムとして初めて出展。
本年度も昨年に引き続き、IFAへの出展を実施。
今年度はコロナの関係でオンライン展示。
・CESデジタルプラットフォームへの出展
コンソーシアムとして初めて北米CESに出展。
今年度はコロナの関係でオンライン展示。
・Enlit Europeにオンライン出展
昨年度は欧州エネルギー関連調査のため視察を行った。
今年度はコンソーシアムとして初めて欧州Enlit Europeに出展。
代表理事のインタビューなどをアップ。

●海外向けエコーネットコンソーシアム紹介動画の制作
・神奈川工科大学と連携し、対応機器数の最新情報や、
ECHONET 2.0紹介など、最新の情報を盛り込んだ紹介動画を制作。
90秒の短縮版、6分のフルバージョン

Enlit Europe代表理事あいさつ

紹介動画（英語版）
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IFA出展

海外展示会出展の様子(2019年度）

アジア展示会出展

ECHONET展示ブース

ECHONET展示ブース

ECHONET講演



欧州IFA出展

海外展示会出展の様子(2020年度）

欧州Enlit Europe北米CESオンライン出展

昨年同様、IFAに出展。
オンライン形式でコンソ紹介動画をアップ

神奈川工科大学の国プロ（国際標準化）
と連携し新たに作成した紹介動画を展示。

・代表理事あいさつ。
・Enlit Europeからのインタビュー
動画を配信

今年度、コロナ禍の中ではありますが、海外のオンライン展示会に積極的に参加。
特に、CESとEnlit Europeの両展示会については、コンソとして初めての出展。
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ＩｏＴ家電・住宅設備機器から、IoTライフサービスへ

• 従来スタンドアローンで動作していた機器を共通の通信仕様で接続
することで、新たなIoTライフサービスを実現
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エネルギーマネージメント

快適生活支援サービス

モバイルサービス

機器リモートメンテナンスサービス

セキュリティサービス

ホームヘルスケアサービス
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ECHONET 2.0の方向性

ECHONET 2.0によるSociety 5.0への貢献
ECHONET Lite機器が持つ情報をクラウド上のエネマネ・ヘルスケア・その他サービスがもっと
活用することで、より良い社会（Society 5.0）を実現
ECHONET 2.0の方向性
ECHONET Lite機器がIoT社会に資するものであることを明確化するために、従来の規格拡張
に加え、インターネット含めたシステム全体の指針策定も検討

Webへの拡張と
サービス連携

家電住設機器
以外へ拡張
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ECHONET Lite Web API ガイドラインの策定

ECHONET Lite機器をクラウドを介し操作可能とする統一インターフェースを提供

home

app

各種サービス
事業者

クラウド

ECHONET Lite

Web APIs

統一インタフェース提供

機器：照明、エアコン、給湯器等
宅内／構内の機器への

操作能力をクラウドの外部に提供
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ECHONET CONSORTIUM 統一APIのメリット：サービス事業者 クラウド連携を容易に

機器管理サーバは、統一的な標準EL Web API

を提供することで、様々なサービス・アプリに対して、

統一プログラミングスタイルに基づく一貫した機器

操作・制御モデルが実現可能となり、各種サービ

ス連携が容易となります

サービス事業者は、複数の異なるクラウドに対して、

同一のWeb APIを用いて、多数機器への操作・

制御が可能となります。

クラウドを集約するクラウドも実現可能です。

→より高度なAPIもAPI仕様部で策定・提供中

電力サービス

見守りサービス

健康サービス

cloud

cloud

cloud

電力サービス

A

B

C

サービス事業者

機器管理サーバ

機器管理サーバ

異業種を束ねる

統一APIモデルを提供

複数事業者を束ねる

集約クラウドを実現可能
機器管理サーバ視点 サービス事業者視点

1 2

cloud

サービス事業者

21



標準データ間で連携していきます。

標準規格同士の連携で、対応機器データの活用範囲が拡大します。

KNX、Z-Wave、Zigbee、・・ PCHA、ANT、CHAdeMO、・・

OpeｎADR、・・

方向①
同業種

方向②
異領域

方向③
異業種

エッジ領域

インフラ領域

現在のアクション
ECHONETのデータ活用範囲拡大

スマートCity、電力・水などのインフラ
社会交通系インフラ、などで

採用されている通信・情報規格のデータ

ECHONET Liteを
搭載した

住設・家電機器
電力関連機器の

データ

他の標準規格を
搭載した

住設・家電機器
電力関連機器の
データ（主に海外）

健康機器、
自動車関連機器、

などの
異業種機器の

データ

きちんと定義された
データ間だからこそ、
容易に連携できます。
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PCHAllianceとのデータ連携検討を開始

ECHONET
家電住設機器

PCHA
健康機器

両団体の規格間で
データ連携された状態

ECHONET・PCHAの
両方が扱えるAPIの提供 家電・住設機器と健康機器の

両方を含むサービスの実現

サービス事業者
プラットフォーム事業者

PCHAlliance：Personal Connected Health Alliance 

データ連携の目的について
＊サービス事業者に対し、ECHONET及びPCHA両方のデータが扱えるAPIの提供を可能とし、
家電住設機器と健康機器の両方を含むサービス提供を加速させる事を目的とする。
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しっかりとしたエッジの規格が
あるからこそ、サイバー空間で、
データ活用の幅が広がります。

しっかりしたエッジの情報が新たなサービスを生みます。

エアコン

床暖房

冷蔵庫

ＰＶ

温水器

スマート
メータ

蓄電池

エッジの世界

サイバー空間の例

機器管理
サーバ

サービス事業者

情報銀行

設備事業者

サーバ間連携

異業種
サーバ

新たな付加価値の創出

規格間連携

ECHONET 2.0の実現により、
Socity5.0で求められる
社会課題の解決を進めていきます。

ECHONET 1.0で実現しているエッジの世界
・1億台に迫る市場機器実績
・１００機種を超えるデータ群
・AIF認証規格による相互接続性の担保
・ZEH住宅等での多くの導入実績
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ご清聴ありがとうございました。
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